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令和７年２月25日

令 和 ７ 年
第　 １　 回 沖縄県議会（定例会）会議録

（第　５　号）



議　　事　　日　　程　第５号
令和７年２月25日（火曜日）

午前10時開議
第１　一般質問
第２　 甲第２号議案から甲第24号議案まで、甲第27号議案から甲第39号議案まで及び乙第１号議案から乙第43号

議案まで（質疑）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本日の会議に付した事件
日程第１　一般質問
日程第２　 甲第１号議案から甲第24号議案まで、甲第27号議案から甲第39号議案まで及び乙第１号議案から乙

第43号議案まで
甲第１号議案　令和７年度沖縄県一般会計予算
甲第２号議案　令和７年度沖縄県農業改良資金特別会計予算
甲第３号議案　令和７年度沖縄県小規模企業者等設備導入資金特別会計予算
甲第４号議案　令和７年度沖縄県中小企業振興資金特別会計予算
甲第５号議案　令和７年度沖縄県下地島空港特別会計予算
甲第６号議案　令和７年度沖縄県母子父子寡婦福祉資金特別会計予算
甲第７号議案　令和７年度沖縄県所有者不明土地管理特別会計予算
甲第８号議案　令和７年度沖縄県沿岸漁業改善資金特別会計予算
甲第９号議案　令和７年度沖縄県中央卸売市場事業特別会計予算
甲第10号議案　令和７年度沖縄県林業・木材産業改善資金特別会計予算
甲第11号議案　令和７年度沖縄県中城湾港（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計予算
甲第12号議案　令和７年度沖縄県宜野湾港整備事業特別会計予算
甲第13号議案　令和７年度沖縄県国際物流拠点産業集積地域那覇地区特別会計予算
甲第14号議案　令和７年度沖縄県産業振興基金特別会計予算
甲第15号議案　令和７年度沖縄県中城湾港（新港地区）整備事業特別会計予算
甲第16号議案　令和７年度沖縄県中城湾港マリン・タウン特別会計予算
甲第17号議案　令和７年度沖縄県駐車場事業特別会計予算
甲第18号議案　令和７年度沖縄県中城湾港（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計予算
甲第19号議案　令和７年度沖縄県公債管理特別会計予算
甲第20号議案　令和７年度沖縄県国民健康保険事業特別会計予算
甲第21号議案　令和７年度沖縄県病院事業会計予算
甲第22号議案　令和７年度沖縄県水道事業会計予算
甲第23号議案　令和７年度沖縄県工業用水道事業会計予算
甲第24号議案　令和７年度沖縄県流域下水道事業会計予算
甲第27号議案　令和６年度沖縄県一般会計補正予算（第７号）
甲第28号議案　令和６年度沖縄県小規模企業者等設備導入資金特別会計補正予算（第１号）
甲第29号議案　令和６年度沖縄県下地島空港特別会計補正予算（第１号）
甲第30号議案　令和６年度沖縄県沿岸漁業改善資金特別会計補正予算（第１号）

令和７年
第　 １　 回 沖縄県議会（定例会）会議録（第５号）

令和７年２月25日（火曜日）午前10時開議
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　　　午前10時44分休憩
　　　午前10時44分再開
中川京貴 議長　再開いたします。

　土木建築部長。
前川智宏 土木建築部長　県としましては、関係法

令に基づき公共施設の適切な維持管理に努めてまいり
たいと考えているところでございます。
中川京貴 議長　休憩いたします。

　　　午前10時44分休憩
　　　午前10時44分再開
中川京貴 議長　再開いたします。

　玉城知事。
玉城デニー 知事　事故の原因につきましては、今

県警において捜査が進められているものというように
承知をしております。なお道路管理者としては、道路
管理者である管理者本人が責任を有するというように
認識をしております。
中川京貴 議長　島袋　大議員。
島袋　　大 議員　そういった死亡事故の映像もい

まだに見ないね、見もしない。委員会で一部見たみた
いですけれども、知事は見ていない、両副知事もね。
こういったことが二度とないようにと議会の中で答弁
し、マスコミのぶら下がり等の記者会見の中でもそう
言っている中で、いまだにこういうことが現場では起
きているということを県民の皆さん御理解ください。
何ら対策を打とうとしない。ガードレールを張るとこ
ろにラバーポール。ラバーポールと言いますと、ゴム
製のポールですよ。人が飛び出しても構わないような
ポールなんですよ。まさしく言えば即席みたいなもん
ですよ。県民はこれを求めているんですか。違うでしょ
うが。私どもは、こういったことはまともな議論をし、
まともな対応策をしようと口酸っぱく言っているんで
すよ。別に基地は賛成・反対、反対なら反対でいいん
ですよ。抗議しようと思ったら抗議するのもいい。し
かし、こういったいろんな面で迷惑行為、こういった
ことをするのは私はいかがなものかなと思っているん
ですよ。そうさせないためにも最善の対策をするのが
沖縄県の仕事でしょうと言っているのに、何度もだら
だらだらだらぐうたら、遠回しに逃げ腰のような答弁
しているんですよ。そこはきちんと知事もしっかりと
判断をしていただきたいなと思っていますよ。
　議長、休憩お願いします。
中川京貴 議長　休憩いたします。

　　　午前10時46分休憩
　　　午前10時46分再開
中川京貴 議長　再開いたします。

島袋　　大 議員　これから新しい質問をしたら時
間ありませんから締めますけれども、知事、執行部の
皆さん、私も好きでこんな大声張り上げてませんよ。
間違いは間違いって言っているんですよ。そこをどう
するかというのが議会の仕事ですよ。我々はそういっ
た形で皆さん方と言論の府と言っているんだから言論
の府で議論しているんですよ。人それぞれの思いがあ
りますから、その意見を酌み取って議会で答弁するの
が県議会の在り方と思っていますよ。今回の令和７年
度の予算審議も含めて、あまりにも執行部の動きが鈍
過ぎる。そして与党の皆さん方もこういう死亡事故が
あった場所も現場を見に行ったか分かりませんよ。国
頭の豪雨があったときは二、三日遅れて現場を見に
行っているみたいだけれども、こういうところの現場
については何ら―――――――――――――――――
―――――――人の命を何だと思っているかっていう
話ですよ。人間一人一人重要な命というのがあるんで
すよ。そういった悲惨なことがないように私どもはや
るべきだと言っているんですよ。知事、そこは私とあ
なたの考え方が違うかもしれない。しかし、県民の生
活のためなら一致すると思っていますよ、知事。最後
に知事の意気込みですよ、意気込み。その辺の言葉を
頂きたいなと思っていますが、どうですか。
中川京貴 議長　玉城知事。
玉城デニー 知事　私は県庁を預かる長として、ま

た県知事として、県民の暮らしの向上、県勢の発展に
全力で尽くしてまいりたいというように考えておりま
す。（傍聴席にて拍手する者あり）
中川京貴 議長　休憩いたします。

　　　午前10時48分休憩
　　　午前10時49分再開
中川京貴 議長　再開いたします。

　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　自民党・無所属の会、宮里、本

日２番目の一般質問を始めさせていただきますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
　前回の議会の議論で少し私の中で消化不良だったの
で、そこから始めていきたいと思います。
　（スクリーンに表示）　まず、僕が今画面に表示して
いるのは、九州の県債の残高の比較でございます。こ
れ、福岡が少しグラフ的に大きかったので省いており
ますけれども、前回我が県の将来負担率、これは予算
と債務残高の比較ですね。将来負担率は東京に次いで
全国２位でした。規模感的には全国２位で借金が少な
いということです。その中で、５年間で707億、臨財
債を返還して、借換えできたのが685億あったと答弁
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がありました。そして、その答弁の中では、それを返
さなくても財政破綻しないというふうな答弁もござい
ました。改めて質問いたします。
　令和７年度の臨財債の償還金額と、そのうち借換え
可能額をお聞きしたいと思います。
中川京貴 議長　総務部長。
宮城嗣吉 総務部長　まずは、歳出側でありますけ

れども、令和７年度の元金償還金は773億円となって
おりまして、そのうち臨財債に係る元金償還金は現時
点で413億円となっております。
　また、令和７年度の借換え可能額は約266億円で、
臨財債の借換え可能額は約165億円となっておりま
す。
　以上です。
中川京貴 議長　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　それでは、お聞きします。
　その臨財債の165億、償還財源は一般財源と答弁が
ありましたが、それは地方税か交付税か、臨時財政対
策債そのものかお聞きしたいと思います。
中川京貴 議長　総務部長。
宮城嗣吉 総務部長　臨財債につきましては、後年

度の元利償還金につきまして一定の理論値によって、
地方交付税の基準財政需要額に算定される形で地方交
付税に反映される形になります。それも含めて、税と
地方交付税で償還するという形になります。
　以上です。
中川京貴 議長　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　地方財政計画において、過去発

行された既往の臨財債は、新しい臨財債を発行して借
換えをして返していくとなっておりますが、そのよう
な認識はありますか。
中川京貴 議長　総務部長。
宮城嗣吉 総務部長　臨財債につきましては、地方

交付税の代替措置という性格になっておりますので、
基本的には、後年度の交付税で措置される形になるん
ですけれども、国のほうの一部財源不足があった場合
には、この財源不足を補う形で新たな臨財債を発行し
て地方に活用していただくと、そういう仕組みになっ
ております。
中川京貴 議長　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　今、総務部長が答弁されたのが、

これが事実です。要するに、返済するときに、新しい
臨財債を発行して返済していいということになってお
りますね。県はこれまで臨財債を上限まで発行してい
ると答弁ありますが、これは事実ですよね。
中川京貴 議長　総務部長。

宮城嗣吉 総務部長　臨財債につきましては、発行
可能額上限まで発行しております。
中川京貴 議長　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　地方財政計画では、借換えで返

済していくんですけれども――先ほどの話です。皆さ
んは借換えない判断を現在行っておりますよね。先
ほどでも、令和７年は165億借換えできるけれど借換
えしないという話をしていますけれども、いかがです
か。
中川京貴 議長　総務部長。
宮城嗣吉 総務部長　今年度の百六十……ちょっと

休憩をお願いします。
中川京貴 議長　休憩いたします。

　　　午前10時54分休憩
　　　午前10時55分再開
中川京貴 議長　再開いたします。
宮城嗣吉 総務部長　借換え可能額が266億ありま

す。そのうち、臨財債の借換え可能額は165億ありま
す。この165億の一部につきましても、借り換えない
という判断を今回しているところでございます。
中川京貴 議長　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　持っている臨財債を自主的に返

済しているのですか。これ国が財政保証をしていると
さっき答弁していましたよ。持っているのに、借換え
できるのに、自主的に返済しているんですよね。何で
ですか。
中川京貴 議長　総務部長。
宮城嗣吉 総務部長　地方財政計画では、過去に発

行された臨財債の償還に係る財源不足の一部を補うた
めに、臨財債を新たに計上しているところであります。
地方財政計画上は、臨財債によって、一部財源補塡が
なされた形となっていますが、実際の臨財債の償還方
法は各地方自治体の判断に委ねられているところでご
ざいます。
　県では、地財措置された財源を活用しつつ、借換え
については、年度ごとの収支状況や将来の財政見通し
を考慮し、慎重に判断しているところでございます。
中川京貴 議長　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　今の答弁で、県が独自でしっか

り判断しているという答弁がありました。（スクリー
ンに表示）　皆さん、この画面を見てください。県民
の皆さんも与党も、県議会議員の皆さん、本当に見て
ほしいんですけれども、この僕が作った臨時財政対策
債の償還シミュレーションがあります。左上が借換え
した場合、左下が借換えしない――金額はばらばらで
すけれども、借換えしない今の県の判断の場合です
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よ。右下を見てください。200億円借換えしたら新た
な財源が生まれたと考えてもいいんです。財源使える
ので。左上の１年目、100億臨時財政対策債を発行し
ました。その下、５年目、臨時財政対策債を新たに発
行しました、200億。それで３番目、借換え期間が満
了したので一部返済して、また新規に借換えをして
200億。これがさっき見せました、ほかの都道府県の
県債の残高と沖縄県の県債の残高の差はここなんで
す。沖縄県は自主的に返納しているんです。返納せず
にも使える。なぜなら、沖縄県の財政は今まだもう少
しお金を引っ張っても大丈夫だから。それは前回答弁
ありました。私が気になっているのは、この財源で何
ができるかなんですよ。
　今から聞きます。この財源で、マリーナの整備、福
祉職員の配置、畜産支援、河川のしゅんせつ、給食費
無償化、水道局の事業、財政調整基金に振ること、こ
れ全て可能ですよね。
中川京貴 議長　総務部長。
宮城嗣吉 総務部長　お示ししていただいた図示の

部分で、借換えをした場合には５年間で100億、10
年間で200億の財源が活用できたのではないのかとい
う趣旨だと思いますが、この200億については、別の
側面で言いますと、先送りをしたという形にも受け取
ることができます。
　県では、県経済の回復基調に伴い、県税収入は堅調
に推移しているものの、自主財源の割合が依然として
低く、国や地方財政制度に依存した脆弱な財政状況で
ありますので、重要課題に対応するために必要な事業
については、様々な財源を確保し対応してきたところ
であります。その上で、借換債の発行に当たっては、
県債が将来の財政負担につながるものであることを踏
まえ、金利の動向や今後の財政状況等を見極めながら
慎重に判断しております。そして、今ありました今後
の財政需要につきましても、引き続き必要な事業につ
いて所要額を精査した上で、それに見合う財源、有利
な財源を確保しつつ措置してまいりたいと考えており
ます。
　以上です。
宮里　洋史 議員　議長、休憩お願いします。
中川京貴 議長　休憩いたします。

　　　午前10時59分休憩
　　　午前10時59分再開
中川京貴 議長　再開いたします。
宮城嗣吉 総務部長　議長、休憩お願いします。
中川京貴 議長　休憩いたします。

　　　午前10時59分休憩

　　　午前11時０分再開
中川京貴 議長　再開いたします。
宮城嗣吉 総務部長　マリーナの整備等々挙げてい

ただきました必要な事業、財政需要につきましては、
引き続き所要額を精査した上でそれに見合う財源を確
保・措置してまいります。
中川京貴 議長　休憩いたします。

　　　午前11時０分休憩
　　　午前11時１分再開
中川京貴 議長　再開いたします。
宮城嗣吉 総務部長　借り換えなかった部分につい

ては、一般財源で措置しておりますので、借り換えた
場合にはそれは一般財源という形になるかと思いま
す。
中川京貴 議長　休憩いたします。
　　　午前11時１分休憩
　　　午前11時１分再開
中川京貴 議長　再開いたします。
宮城嗣吉 総務部長　一般財源となりますので、そ

の財源に使途はございません。一般財源については、
その時々の需要に応じて様々な事業に充てられるもの
となります。
中川京貴 議長　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　今、答弁ありました。活用でき

ます。そうですよね、部長。これ活用できます。一般
財源に入るので。それで、答弁でなぜ活用しないかっ
て将来の負担とかもろもろあると言いましたけれど、
初めに示したこの全国での将来負担率は全国２位なん
ですよ。税収もここ20年で175％上がっているんで
すよ。だから、公債比率見ても、まだ活用できる。だっ
て財政破綻しないって答弁しているんだから。なぜ活
用しないんですか。皆さん、借金だから悪いイメージ
があるかもしれませんけれど、この数字の先には県民
の命と暮らしがあるんですよ。暮らしを支える職員の
サポートもできますよ。職員もどんどんいなくなって
大変なのに。もっと人をつけましょうってできるじゃ
ないですか。もっといい仕事ができる体制を整えま
しょうよ。そして、もしこの100億、200億の財源使
うじゃないですか。これ回転力がよければ、そのまま
税収に跳ね返ってきますよ。私は、本当に何でもかん
でもお金使えって言っていないです。このお金使っ
て、５年、10年返済しなくても沖縄県はまだ大丈夫っ
て分かっているでしょう。何でやれるのにやらないん
ですか。これをちゃんと県民のためにやれば、暮らし
がよくなる。だから言っているんですよ。これ知事の
判断ですよ。総務部じゃないです。こういう予算をあ
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てがってやるんですよ。なのに、今回令和７年度予算
で財政調整基金を260億取り崩すんですよ。借換えで
きる臨時財政対策債が165億あるから、不安だったら
持っとくべきじゃないですか。これから臨時財政対策
債発行できなくなるんですよ。どう考えているんです
か。
中川京貴 議長　総務部長。
宮城嗣吉 総務部長　歳出事業につきましては、事

業の必要性、所要額を精査した上で、それに見合う財
源を確保し、措置しているところでございます。借換
えにつきましては、年度ごとに発行可能額が変動し、
恒常的な財源としては安定しないため、その借換えの
規模という部分については慎重に見極める必要があり
ます。それで、借換えをすることで、一時的な資金調
達の手段としては有用でありますけれども、長期的に
は利子負担や償還金の負担が増大し、将来の財政負担
につながることから、金利の動向や今後の財政状況等
を見極めながら慎重な判断が必要でございます。繰り
返しではありますけれども、歳出事業につきまして
は、事業の必要性、所要額を精査した上で、それに見
合う財源を確保しながら措置しているところでござい
ます。
中川京貴 議長　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　僕は何も恒常的な財源として

使ってくださいと言っていません。皆さん、ほかの部
局の皆さんも聞いてほしいんです。165億、借換えし
ないで単独事業できるんじゃないですか。そして知事
に聞きます。これまで600億も700億も借換えできる
お金、返済しておきながら、企業局は水道料金を引
き上げたじゃないですか。300億使ったらできるんで
しょう。国のハード交付金がなくても自分たちのお金
を取り崩して県民の暮らし、守るべきじゃないですか。
いかがですか。
中川京貴 議長　休憩いたします。
　　　午前11時５分休憩
　　　午前11時５分再開
中川京貴 議長　再開いたします。
　総務部長。
宮城嗣吉 総務部長　事業につきましては、その時々

の財源を確保しながらという形になりますので、過去
に借換えを抑制することによって、将来の元金償還が
抑制された部分については、例えば令和７年度であれ
ば過去の償還分の負担が軽減されておりますので、そ
の分一般財源が確保されたというふうな見方もできる
かと思います。それで、令和７年度につきましては、
様々な財源、有利な起債も含めまして事業実施してお

りまして――例示でありますけれど、令和７年度の普
通建設事業のうち、単独事業費は330億円となってお
りまして、前年度の256億円から74億円の増という
形で必要な事業という部分についてはその時々の必要
性に応じて措置しているというところでございます。
中川京貴 議長　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　本当にこの超低金利時代がそろ

そろ変わろうとしております。この10年間でなぜそ
こまでできなかったのかというのを僕は本当に悲しく
思います。
　借金は、いい借金、悪い借金あるわけではなくて、
なぜお金を使うのかというのは県民の暮らしを守るた
めであって、これ以上は借金返さないと沖縄県が破綻
するというレベルでは全くないにもかかわらず、そこ
に執行部、特に知事含めてトップがメスを入れて県民
の暮らしをもっともっとできたはずなのに。そして、
今年令和７年単独で見ても、165億を確保して、財政
調整基金を少しでも取り崩さないような措置もできる
はずなのになぜその判断をできないのか、僕には全く
理解ができません。もっと想像力を働かせて、私が今
回今からやる質問の中でも本当に１億、２億あれば、
県民が助かるような事業がたくさん出てくるんです
よ。だからもう一度、もう一度この部分、知事、実行
していただくことはできませんか。答弁願います。
中川京貴 議長　玉城知事。
玉城デニー 知事　詳細については、総務部長から

答弁をさせていただいたとおりですが、県政運営にお
いては適切な行財政運営が第一であるというように、
将来の見通しも含めて様々な事業に必要な額、あるい
は償還に必要な額等々精査をした上で取り組んでいる
ものであります。引き続き、議員の意見も参考にさせ
ていただければというように思います。
中川京貴 議長　宮里洋史議員。
宮里　洋史 議員　県民の暮らしを守るための財政

運営をぜひ要望して次の質問に行きたいと思います。
　次、部活動派遣について。
　令和５年決算で5519万、うち県補助金が3700万。
数も結構あって、現在離島支援のクラウドファンディ
ングでふるさと納税も行っていて、僕はこういった事
業、本当にすばらしい事業だと考えております。ただ、
ここで聞きたいのは、この事業に当てはまらない、目
覚ましい活躍をしている高校生の活動はどのようなも
のがありますか。お聞きしたいと思います。
中川京貴 議長　教育長。
半嶺　満 教育長　高校生の部活動等の支援につい

てでありますけれども、県教育委員会ではこれまで中
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運営をぜひ要望して次の質問に行きたいと思います。
県民の暮らしを守るための財政
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